
２　専任教員年齢構成
（表２）

71歳 66歳～ 61歳～ 56歳～ 51歳～ 46歳～ 41歳～ 36歳～ 31歳～ 26歳～

以上 70歳 65歳 60歳 55歳 50歳 45歳 40歳 35歳 30歳

0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 4

0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100％

0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 5

0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100％

社会福祉学科 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 100％

0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100％

0 0 2 2 1 3 4 1 1 0 14

0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 7.1% 21.4% 28.6% 7.1% 7.1% 0.0% 100％

0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 3

0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100％

0 0 1 1 1 0 1 1 0 0 5

0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100％

こども教育学科 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100％

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100％

0 1 1 1 3 1 1 2 0 0 10

0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 30.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100％

0 1 3 3 4 5 3 1 0 20

0.0% 5.0% 15.0% 15.0% 0.0% 20.0% 25.0% 15.0% 5.0% 0.0% 100％

助教

　 学科・専攻科 職位 計

教　授

准教授

専任講師

助教

学科計

教　授

准教授

専任講師

学科計

合 計

定年68歳（教授）、定年65歳（准教授・講師・助教・助手）



３　専任教員の担当授業時間

社会福祉学科（　14人）
　　　≪①≫　※短期大学のみの授業時間数 （表３）

教　員

　区　分

最　　高 7.1 授業時間   8.0 授業時間   7.0 授業時間   1.0 授業時間   

最　　低 0.5 授業時間   2.5 授業時間   5.5 授業時間   1.0 授業時間   

平　　均 4.5 授業時間   5.9 授業時間   6.3 授業時間   1.0 授業時間   

　　　≪②≫　※併設大学の担当授業科目も含めた授業時間数

教　員

　区　分

最　　高 7.1 授業時間   8.0 授業時間   7.5 授業時間   1.0 授業時間   

最　　低 4.5 授業時間   5.5 授業時間   5.5 授業時間   1.0 授業時間   

平　　均 5.8 授業時間   6.5 授業時間   6.4 授業時間   1.0 授業時間   

責任授業時間数（コマ数） (5.0 授業時間 ) (5.0 授業時間 ) (4.0 授業時間 ) (4.0 授業時間未満 ) 

１授業時間（コマ）９０分

教　　授 准 教 授 講　　師 助　　教 備　　考

１授業時間（コマ）９０分

教　　授 准 教 授 講　　師 助　　教 備　　考



こども教育学科（　10　人）
　　　≪①≫　※短期大学のみの授業時間数 （表３）

教　員

　区　分

最　　高 6.5 授業時間   7.5 授業時間   8.5 授業時間   0.0授業時間

最　　低 6.0 授業時間   5.0 授業時間   6.5 授業時間   0.0授業時間

平　　均 6.2 授業時間   5.7 授業時間   7.5 授業時間   0.0授業時間

　　　≪②≫　※併設大学の担当授業科目も含めた授業時間数

教　員

　区　分

最　　高 6.5 授業時間   7.5 授業時間   8.5 授業時間   0.0授業時間

最　　低 6.0 授業時間   5.0 授業時間   6.5 授業時間   0.0授業時間

平　　均 6.2 授業時間   5.7 授業時間   7.5 授業時間   0.0授業時間

責任授業時間数（コマ数） (5.0 授業時間 ) (5.0 授業時間 ) (4.0 授業時間 ) (4.0 授業時間未満 ) 

１授業時間（コマ）９０分

教　　授 准 教 授 講　　師 助　　教 備　　考

１授業時間（コマ）９０分

教　　授 准 教 授 講　　師 助　　教 備　　考

［注］1. 事情により授業を持っていない教員については計算の対象から外しています。
2. 専任教員が当該短期大学において担当する１週間の最高、最低及び総平均授業時間を記載しています。専任教員が併設大学の授業科目も担当している場合は、大学

の担当授業も含めた授業時間も②の表に記載しています。



Ⅱ　教育内容・方法・成果
　１　開設授業科目における専兼比率

（表５）

必修科目 選択必修科目 自由科目
合計

（全開設授業科目）

専任担当コマ数（Ａ） 4.0 10.0 13.0 27.0

兼任担当コマ数（Ｂ） 16.0 4.0 24.0 44.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

20.0% 71.4% 35.1% 38.0%

専任担当コマ数（Ａ） 35.6 34.0 42.0 111.6

専門教育 兼任担当コマ数（Ｂ） 14.2 3.0 76.0 93.2

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

71.5% 91.9% 35.6% 54.5%

専任担当コマ数（Ａ） 5.0 0.0 69.0 74.0

専門教育 兼任担当コマ数（Ｂ） 10.0 0.0 46.0 56.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

33.3% - 60.0% 56.9%

学　　　科

短期大学部

教養教育

社会福祉学科

こども教育学科

［注］1. 2013年度における最新のカリキュラムの開講科目を作表対象とし、旧カリキュラムの開講科目については作表対象外としています。
2. 専任とは「専任教員｣及び｢特別任用教員｣、兼任とは「非常勤講師」を指します。

3. 「全開設授業科目」欄には、「必修科目｣、｢選択必修科目」のほか、「選択科目｣など、すべての授業科目数の合計を記載しています。「必修科目」と「選択必修科

目」の合計ではありません。

4. チェーンレクチャー科目は、人数比による按分により数値を記載しています（例えば、半期１５回の授業を５人の教員で３回ずつ分担している場合は、１人あたり0.2

コマとして計算します）。



２　単位互換協定に基づく単位認定の状況

（表６）

専門科目 専門以外 専門科目 専門以外

社会福祉学科 3 0 0 0 22

こども教育学科 0 0 0 0 0

3 0 0 0 22

3 0 0 0 22

学  科　・　専　攻
認定者数
（Ａ）

他短期大学 他大学 １人当たり
平均認定
単位数

（Ｂ＋Ｃ）／Ａ

認定単位総数（Ｂ） 認定単位総数（Ｃ）

短期大学部
7.3

0.0

計 7.3

合　　計 7.3

［注］1. 2011年度に他短期大学または大学との単位互換協定に基づき単位認定を行った実績を記載しています。



３　単位互換協定以外で大学独自に行っている単位認定の状況

（表７）

専門科目 専門以外 専門科目 専門以外

社会福祉学科 0 0 0 0 0

こども教育学科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

学  科  ・  専  攻
認定者数
（Ａ）

大学・短大・高専等 その他
１人当たり平均
認定単位数
（Ｂ＋Ｃ）／Ａ

認定単位数（Ｂ） 認定単位数（Ｃ）

短期大学部
0.0

0.0

計 0.0

合　　計 0.0



４　卒業判定

（表８）

卒業予定者
（Ａ）

合格者
（Ｂ）

合格率(%)
Ｂ/Ａ*100

卒業予定者
（Ａ）

合格者
（Ｂ）

合格率(%)
Ｂ/Ａ*100

卒業予定者
（Ａ）

合格者
（Ｂ）

合格率(%)
Ｂ/Ａ*100

社会福祉科 308 284 92.2% 272 252 92.6%

専攻科 30 29 96.7% 1 1 100.0%

社会福祉学科 292 266 91.1%

こども教育学科 0 0 0.0%

338 313 92.6% 273 253 92.7% 292 266 91.1%

学科・専攻

2009年度 2010年度 2011年度

短期大学部

計

［注］1. 「卒業予定者」とは、毎年度５月１日における当該学科の最終学年に在籍する学生を指します。



６　就職・進学状況
（表10）

学科・専攻科 2009年度 2010年度 2011年度

民間企業 34 29 37

医療・福祉施設 67 39 80

教員 1 0 0

上記以外 2 0 0

併設大学編入 91 90 86

他大学編入 23 8 14

専攻科 1 1 1

上記以外 0 0 3

65 85 45

284 252 266

民間企業

官公庁

教員

上記以外

大学院

上記以外

こども教育学科

就職

進学

そ　　の　　他

合　　　　計

進　　　路

社会福祉学科

就職

進学

そ　　の　　他

合　　　　計



７　国家試験・資格試験合格率
（表11）

学科・専攻科 国家試験・資格試験の名称 受験者数（A）
合格者数（B）
（取得者数）

合格率（％）
B/A*100

社会福学科 保育士 47

社会福学科 社会福祉士国家受験基礎資格 51

社会福学科 障害者スポーツ指導員（初級） 2

社会福学科 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀ-資格 2

社会福学科 社会福祉主事任用資格 262

［注］1. 2011年度の実績を記載しています。
2. 受験者数が把握できない場合は、合格者数のみ記入しています。なお、所定の単位を修得し、卒業することで得られる資格についても、資格の名称と取得者

数を記載しています。



８　公開講座の開設状況
（表12）

備   考

2009年度 2010年度 2011年度 2009年度 2010年度 2011年度 2009年度 2010年度 2011年度 2009年度 2010年度 2011年度

龍谷大学
龍谷エクステンションセンター 441 469 459 21,025 21,795 20,839 11,756 13,583 13,650 27 29 30 併設大学と共催

計 441 469 459 21,025 21,795 20,839 11,756 13,583 13,650 27.0 29.0 29.7 併設大学と共催

公開講座の名称
年間開設講座数(A) 募集人員（延べ数） 参 加 者（延べ数）(B)

１講座当たりの
平均受講者数
B/A



９　学生の国別国際交流
（表13）

派　　遣 受け入れ 派　　遣 受け入れ 派　　遣 受け入れ 派　　遣 受け入れ 派　　遣 受け入れ 派　　遣 受け入れ 派　　遣 受け入れ

社会福祉学科 0 1 0 1

こども教育学科 0 0 0 0

計 0 1 0 1

　

合計　　　　　　国　名

 学科・専攻科等

中華人民共和国

［注］ 1. 交流協定を締結している海外の大学との状況を記載しています。



10　教員・研究者の国際学術研究交流
（表14-1）

短　期 長　期 短　期 長　期 短　期 長　期 短　期 長　期 短　期 長　期 短　期 長　期

新規 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規 0 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（その他） （表14-2）

短　期 長　期 短　期 長　期 短　期 短　期 長　期 短　期 長　期 短　期 長　期

新規 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2010年度 2011年度

保健管理センター

龍谷ミュージアム

計

社会福祉学科

こども教育学科

計

学部・研究科等

派　　　　　　遣 受　け　入　れ

2009年度 2010年度 2011年度 2009年度

学科・専攻科等

派　　　　　　遣 受　け　入　れ

2009年度 2010年度 2011年度 2009年度 2010年度 2011年度

［注］1. 派遣、受け入れとも、１年未満のものを「短期」とし、それ以上を「長期」としています。
2. 各派遣者及び受け入れ者について、派遣及び受け入れが複数年度にわたる場合、初年度については「新規」欄に、次年度以降は「継続」欄に人数を記載してい

ます。

3. 旅費・滞在費等の経費負担が私費によるものも含め、全ての派遣者及び受け入れ者について記載しています。



Ⅲ　学生の受け入れ
　１　学科の退学者数

（表15）

１年次 ２年次 合計 １年次 ２年次 合計 １年次 ２年次 合計

社会福祉科 13 7 20 8 8 16

専攻科 0 0 0 0 0 0

社会福祉学科 6 11 17

こども教育学科 3 3

13 7 20 8 8 16 9 11 20

13 7 20 8 8 16 9 11 20合　　　計

学科・専攻
2009年度 2010年度 2011年度

短期大学部

計



Ⅳ　学生支援
　１　奨学金給付・貸与状況

　（表16）

奨学金の名称
学内・学外
の別

給付・貸与
の別

支給対象
学生数（Ａ）

在籍学生
総数（Ｂ）

在籍学生数に
対する比率
Ａ／Ｂ*100

支給総額（Ｃ）
(円)

1件当たり支給額
(円)
Ｃ／Ａ

1 日本学生支援機構（第一種奨学金） 学外 貸与 38 544 7.0% 22,884,000 602,211

2 日本学生支援機構（第二種奨学金） 学外 貸与 199 544 36.6% 32,820,000 164,925

3 日本学生支援機構（緊急採用） 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

4 日本学生支援機構（応急採用） 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

5 龍谷大学給付奨学金（学業成績優秀奨学生） 学内 給付 7 544 1.3% 1,400,000 200,000

6 龍谷大学給付奨学金（優秀スポーツ奨学生）＜S給付＞ 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

7 龍谷大学給付奨学金（優秀スポーツ奨学生）＜A給付＞ 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

8 龍谷大学給付奨学金（優秀スポーツ奨学生）＜B給付＞ 学内 給付 1 544 0.2% 180,000 180,000

9 龍谷大学給付奨学金（優秀スポーツ奨学生）＜C給付＞ 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

10 龍谷大学給付奨学金（課外活動等奨学生）＜A給付＞ 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

11 龍谷大学給付奨学金（課外活動等奨学生）＜B給付＞ 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

12 龍谷大学給付奨学金（課外活動等奨学生）＜C給付＞ 学内 給付 0 544 0.0% 0

13 龍谷大学給付奨学金（家計奨学生） 学内 給付 8 544 1.5% 1,600,000 200,000

14 龍谷大学学費援助奨学金（ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｽｶﾗｼｯﾌﾟ奨学生） 学内 給付 1 544 0.2% 365,500 365,500

15 龍谷大学給付奨学金（BIE Program奨学生） 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

16 龍谷大学給付奨学金（私費派遣留学生奨励奨学生） 学内 給付 0 0 － 0 －

17 龍谷大学給付奨学金（仏教活動奨学生） 学内 給付 1 544 0.2% 20,000 20,000

18 龍谷大学給付奨学金（外国人留学生特別奨学生） 学内 給付 1 2 50.0% 576,000 576,000

19 龍谷大学学費援助奨学金（外国人留学生学費援助奨学生） 学内 給付 2 2 100.0% 731,000 365,500

20 龍谷大学給付奨学金（災害給付奨学生） 学内 給付 1 544 0.2% 365,500 365,500

21 龍谷大学給付奨学金（家計急変奨学生) 学内 給付 1 544 0.2% 0

22 北畠給付奨学金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

23 校友会奨励金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

24 親和会海外研修奨学金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

25 親和会学生活動奨励金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

26 親和会学生救済型奨学金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －



Ⅳ　学生支援
　１　奨学金給付・貸与状況

　（表16）

奨学金の名称
学内・学外
の別

給付・貸与
の別

支給対象
学生数（Ａ）

在籍学生
総数（Ｂ）

在籍学生数に
対する比率
Ａ／Ｂ*100

支給総額（Ｃ）
(円)

1件当たり支給額
(円)
Ｃ／Ａ

27 沼田奨学金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

28 東日本大震災に伴う特別援助奨学金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

29 東日本大震災に伴う帰省費用援助金 学内 給付 0 544 0.0% 0 －

30 日本学生支援機構（私費外国人留学生等学習奨励費） 学外 給付 1 2 50.0% 288,000 288,000

31 日本学生支援機構留学生交流支援制度（短期派遣） 学外 給付 0 0 － 0 －

32 日本学生支援機構留学生交流支援制度（短期受入） 学外 給付 0 2 0.0% 0 －

33 日本学生支援機構留学生交流支援制度（ｼｮｰﾄｽﾃｨ、ｼｮｰﾄﾋﾞｼﾞｯﾄ） 学外 給付 0 2 0.0% 0 －

34 あしなが育英会 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

35 岐阜県奨学会 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

36 ロータリー米山記念奨学金 学外 給付 0 2 0.0% 0 －

37 JESS奨学金日能奨学金 学外 給付 0 2 0.0% 0 －

38 橋本循記念会  学外 給付 0 2 0.0% 0 －

39 四日市市奨学会奨学生 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

40 高岡市人づくり奨学資金 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

41 亀岡市奨学生 学外 給付 0 544 0.0% 0 －

42 川西市奨学生 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

43 交通遺児 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

44 東大阪市奨学生 学外 貸与 0 544 0.0% 0 －

［注］ 1. 2011年度実績をもとに作表しています。



２　学生相談室利用状況
（表17）

2009
年度
2010
年度
2011
年度

こころの相談室（深草）
3

（水曜午後）2
0 5 233 9：00～17：00 44 110 62

スタッフはこころの相談室とな
んでも相談室を兼務しているた
め、各相談室の相談状況に応じ
て配置数に若干変動が生じる体
制になっております。
（大学と短大を含める）

なんでも相談室（深草） 1 0 2 177 12：30～ 16：00 188 141 197

スタッフはこころの相談室とな
んでも相談室を兼務しているた
め、各相談室の相談状況に応じ
て配置数に若干変動が生じる体
制になっております。

年間相談件数
※5,6

備　考施設の名称※1
専任

スタッフ数※2,3

非常勤
スタッ
フ数

週当たり
開室日数※4

年間
開室日数

開室時間

［注］1. 年間相談件数は、延べ数を記載しています。
2. 専任（嘱託）スタッフは全て臨床心理士資格を有する事務系嘱託職員Bであり、こころの相談室となんでも相談室を兼務しています。

3. 専任スタッフ数については、相談体制上の配置人数を記載しています。尚、夏･冬期特別勤務体制時については記載人数を下回る配置数になっています。

4. 週当たりの開室日数は、全日開室の場合を1日、半日のみ開室の場合を0.5日として計上しています。

5. こころの相談室の年間相談件数については学生の所属学舎毎に集計を算出しており、記載した数値は各学舎における相談実施件数ではありません。

6. こころの相談室となんでも相談室の年間相談件数については、いずれも学生対象の利用件数であり保護者、教職員等、関係者を対象とした相談の利用件数は含みませ

ん。



３　専任教員の研究費
（表20-1）

学科・専攻等 総 額（Ａ）(円)
総 額（Ｂ）(円)
（除、講座・研究室等の
共同研究費）

専任教員数
（Ｃ）

教員１人
当たりの額(円)
①（Ａ／Ｃ）

教員１人
当たりの額(円)
②（Ｂ／Ｃ）

備　　考

社会福祉学科 4,677,104 4,677,104 13 359,777 359,777 

こども教育学科 3,149,139 3,149,139 10 314,914 314,914 

計 7,826,243 7,826,243 23 340,271 340,271 

（その他） （表20-2）

学部・研究科等 総 額（Ａ）(円)
総 額（Ｂ）(円)
（除、講座・研究室等の
共同研究費）

専任教員数
（Ｃ）

教員１人
当たりの額(円)
①（Ａ／Ｃ）

教員１人
当たりの額(円)
②（Ｂ／Ｃ）

備　　考

保健管理センター 410,000 410,000 1 410,000 410,000 

龍谷ミュージアム 645,065 645,065 3 215,022 215,022 

計 1,055,065 1,055,065 4 263,766 263,766 

［注］1. 2011年度の実績をもとに作表しています。
2. 研究費総額（Ａ）には、学科、研究室等ごとに支給される研究費も含めて記載しています。ただし、間接経費（水道光熱費、人件費等）は除いています。また、競

争的な研究費も含めていません。

3. 研究費総額（Ｂ）には、講座研究費、個人研究費等の名称は問わず、教員個人が専らその研究の用に充てるために支給される経常的経費（図書購入費、機器備品費、

研究用消耗品費、アルバイトなどへの謝金等）を記載しています。



４　専任教員の研究旅費
（表21-1)

国外留学 国内留学 学会等出張旅費

長期(円) 短期(円) 長期(円) 短期(円) 国外(円) 国内(円)

総 　　　額 0 0 0 0 96,955 －

支 給 件 数 0 0 0 0 1 －

総　 　　額 0 0 0 0 146,835 －

支 給 件 数 0 0 0 0 1 －

総　 　　額 0 0 0 0 243,790 －

支 給 件 数 0 0 0 0 2 －

（その他） （表21-2)
国外留学 国内留学 学会等出張旅費

長期(円) 短期(円) 長期(円) 短期(円) 国外(円) 国内(円)

総 　　　額 0 0 0 0 0 －

支 給 件 数 0 0 0 0 0

総　 　　額 0 0 0 0 0 －

支 給 件 数 0 0 0 0 0 －

総　 　　額 0 0 0 0 0 －

支 給 件 数 0 0 0 0 0 －

保健管理センター

龍谷ミュージアム

計

学科・専攻等 備　　　考

社会福祉学科

こども教育学科

計

学部・研究科等 備　　　考

学会等出張旅費（国外）
本学では「国際会議等出席旅費補
助」
支給上限：1人あたり年250,000
（航空券代、宿泊費の半額補助）
資格：国際会議等の主催団体から、
パネリスト、報告者、司会者又はこれ
らに準じる者として招請された者。

［注］ 1. 2011年度の実績をもとに作表しています。
2. 教員研究旅費には、前表「３ 専任教員の研究費（実績）」は含めていません。

3. 留学の「長期」とは、１年以上のものをいい、１年未満を「短期」としています。



５　学内共同研究費
（表22-1)

学科・専攻等 総　額 (円) 利用件数 備　　　　考

　社会福祉学科 0 0

こども教育学科 0 0

計 0 0

（その他） （表22-2)

大学・学部・大学院研究科等 総　額 (円) 利用件数 備　　　　考

保健管理センター 0 0

龍谷ミュージアム 0 0

計 0 0



６　教員研究費内訳
（表23-1）

研究費（円）
研究費総額に
対する割合
（％）

研究費（円）
研究費総額に
対する割合
（％）

研究費（円）
研究費総額に
対する割合
（％）

研 究 費 総 額 9,308,047 100.0% 11,355,411 100.0% 9,198,931 100.0%

学
経常研究費

（教員当り積算校費総額）
6,058,047 65.1% 7,260,411 63.9% 4,517,931 49.1%

学内共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

内 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

科学研究費補助金 3,250,000 34.9% 4,095,000 36.1% 4,381,000 47.6%

社会福祉学科
政府もしくは政府関連
法人からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

学
民間の研究助成財団
等からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 300,000 3.3%

奨学寄附金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

外 受託研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

学科・専攻科等 研究費の内訳

2009年度 2010年度 2011年度



研 究 費 総 額 0 100.0% 0 100.0% 100.0%

学
経常研究費

（教員当り積算校費総額）
0 0.0% 0 0.0% 3,295,974 #DIV/0!

学内共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!

内 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!

科学研究費補助金 0 0.0% 0 0.0% 1,690,000 #DIV/0!

こども教育学科
政府もしくは政府関連
法人からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!

学
民間の研究助成財団
等からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!

奨学寄附金 0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!

外 受託研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!

共同研究費 0 0.0% 0 0 #DIV/0!

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 #DIV/0!



（その他） （表23-2）

研究費（円）
研究費総額に
対する割合
（％）

研究費（円）
研究費総額に
対する割合
（％）

研究費（円）
研究費総額に
対する割合
（％）

研 究 費 総 額 410,000 100.0% 526,510 100.0% 475,000 100.0%

学
経常研究費

（教員当り積算校費総額）
410,000 100.0% 409,510 77.8% 410,000 86.3%

学内共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

内 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

科学研究費補助金 0 0.0% 117,000 22.2% 65,000 13.7%

政府もしくは政府関連
法人からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

学
民間の研究助成財団
等からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

奨学寄附金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

外 受託研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

保健管理センター

学部・研究科等 研究費の内訳

2009年度 2010年度 2011年度



研 究 費 総 額 413,346 100.0% 597,480 100.0% 645,065 100.0%

学
経常研究費

（教員当り積算校費総額）
413,346 100.0% 597,480 100.0% 645,065 100.0%

学内共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

内 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

科学研究費補助金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

政府もしくは政府関連
法人からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

学
民間の研究助成財団
等からの研究助成金

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

奨学寄附金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

外 受託研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

共同研究費 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

龍谷ミュージアム

［注］ 1. 研究費総額には、講座研究費、個人研究費等の名称は問わず、教員個人が専らその研究の用に充てるために支給される経常的経費（図書購入費、機器備品費、
研究用消耗品費、アルバイトなどへの謝金等）を記載し、旅費も含めています。

2. 「科学研究費補助金」の「研究費（円）」については、研究分担者が他機関所属の研究代表者から配分を受ける分担金を含めています。



７　科学研究費の採択状況
（表24-1)

申請件数(A) 採択件数(B)
採択率(%)
B/A*100

申請件数(A) 採択件数(B)
採択率(%)
B/A*100

申請件数(A) 採択件数(B)
採択率(%)
B/A*100

社会福祉学科 2 2 100% 3 1 33% － － －

こども教育学科 － － － － － － 1 1 100%

計 2 2 100% 3 1 33% 1 1 100%

（その他） （表24-2)

申請件数(A) 採択件数(B)
採択率(%)
B/A*100

申請件数(A) 採択件数(B)
採択率(%)
B/A*100

申請件数(A) 採択件数(B)
採択率(%)
B/A*100

保健管理センター 1 0 0% 1 0 0% 0 0 0%

龍谷ミュージアム 0 0 0% 1 0 0% 0 0 0%

計 1 0 0% 2 0 0% 0 0%

学部・研究科等

科　　学　　研　　究　　費

2009年度 2010年度 2011年度

学科・専攻科等

科　　学　　研　　究　　費

2009年度 2010年度 2011年度

［注］ 1. 採択件数には、当該年度新規に採択された件数のみをあげ、前年度からの継続分は含めていません。
2. 新規採択を受けた時点で所属していた学部等に件数を計上しています。

（2009から2011年度の間に退職や学科間移籍した教員については、新規採択を受けた時点で所属していた学科等に件数を計上しています。）

3. 本学研究者が研究代表者として申請した件数及び採択を受けた件数も計上しています。



８　学外からの研究費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
（表25-1)

科学研究費補
助金総額（Ａ）(円)

うちオーバーヘッドの額
（円)

その他の学外研究費総額
（Ｂ）(円)

うちオーバーヘッドの額
(円)

社会福祉学科 13 4,381,000 1,011,000 300,000 0 4,681,000

こども教育学科 10 1,690,000 390,000 0 0 1,690,000

合　　　計 23 6,071,000 1,401,000 300,000 0 6,371,000

（その他） （表25-2)

科学研究費補
助金総額（Ａ）(円)

うちオーバーヘッドの額
（円)

その他の学外研究費総額
（Ｂ）(円)

うちオーバーヘッドの額
(円)

保健管理センター 1 65,000 15,000 0 0 65,000

龍谷ミュージアム 3 0 0 0 0 0

合　　　計 4 65,000 15,000 0 0 65,000

学科・専攻等
専　任
教員数

科学研究費補助金 その他の学外研究費

合　　　計 (円)
（Ａ＋Ｂ）

学部・研究科等
専　任
教員数

科学研究費補助金 その他の学外研究費

合　　　計 (円)
（Ａ＋Ｂ）

［注］ 1. 2011年度の実績をもとに作表しています。
2. 「その他の学外研究費」には、科研費以外の政府もしくは政府関連法人からの研究助成金、民間の研究助成財団等からの研究助成金、奨学寄付金、受託研究

費、共同研究費などが該当します。

3. 「科学研究費補助金」の「研究費（円）」については、研究分担者が他機関所属の研究代表者から配分を受ける分担金を含めています。



９　教員研究室
（表26)

室    数 １室当たりの平均面積（㎡）専任教員数 個室率(%)

個室(Ａ) 共 同 計 個 室 共 同 （Ｂ） (A/B*100)

社会福祉学科 8 3 11 247.5 22.5 22.5 14 57.1 17.7 6名(助手1名含む)

こども教育学科 8 1 9 202.5 22.5 22.5 10 80.0 20.3 2名

計 16 4 20 450.0 22.5 22.5 24 66.7 18.8 8名(助手1名含む)

備  考学科・専攻科
総面積
（㎡）

教員１人当た
りの平均面積
（㎡）

［注］ 1. 個室を持たない教員については、「備考」欄にその数を記載しています。



10　主要施設の概況
(表27)

施設名 用　　　途 建築年 延床面積(m2) 備　　　考

顕真館 講義室 1984(昭和59)年 2293㎡

１号館
講義室、研究室、自習室、学
部資料室等

1963(昭和38)年 7262㎡
老朽化のため、2012年11月より建て替え
を行う。

２号館 講義室、演習室 1987(昭和62)年 10581㎡

３号館 講義室 1988(昭和63)年 5205㎡

４号館 演習室、事務室 1991(平成3)年 7712㎡

５号館 実習・実験室、事務室 1983(昭和58)年 6050㎡

６号館 事務室、研究室 1979(昭和54)年 15280㎡

７号館 図書館、事務室 1973(昭和48)年 5629㎡

８号館
図書館、研究室
共同研究室

1992(平成4)年 5689㎡

９号館 厚生施設 1970(昭和45)年 5461㎡



１０号館 クラブボックス 1976(昭和51)年 4811㎡

１１号館 クラブボックス 1987(昭和62)年 2030㎡

１２号館 体育館 1971(昭和46)年 9052㎡

１３号館 学生寮 1970(昭和45)年 1788㎡

２１号館 講義室 1997(平成9)年 11116㎡

紫光館
図書館・事務室・演習室・研

究所
1985(昭和60)年 10645㎡

至心館 研究室・事務室 2003(平成15)年 3613㎡

［注］ 1. 「財産目録」記載のうち、教育研究活動に使用されている主要な建物について記載しています。
2. 施設の大規模な改築や改修計画がある場合は、備考欄にその旨記載しています。



11　学科・専攻科等ごとの講義室、演習室等の面積・規模
（表28）

3 617 専用 584 483 1.3 短期大学部（483）

12 2,044 共用 1,460 9,579 0.2
文（1・2年次生）・経済・経営・法学・政策学部
短期大学部（483)・経済学・経営学・法学・政策学・法務
研究科共用

45 2,340 専用 1,474 483 4.8 短期大学部（483）

6 428 共用 288 9,579 0.0
文（1・2年次生）・経済・経営・法学・政策学部
短期大学部（483)・経済学・経営学・法学・政策学・法務
研究科共用

学 生 自 習 室 5 1,093 共用 308 9,579 0.1
文（1・2年次生）・経済・経営・法学・政策学部
短期大学部（483)・経済学・経営学・法学・政策学・法務
研究科共用

深草学
舎共通

体    育    館 1 9,052 共用 9,579
文（1・2年次生）・経済・経営・法学・政策学部
短期大学部（483)・経済学・経営学・法学・政策学・法務
研究科共用

講          堂

利用学生
総数
（Ｂ）

利用学生１人当
たり面積（㎡）

(Ａ/Ｂ)
備   考

短期大
学部

講    義    室

演    習    室

学科・
専攻科
等

講義室・演習室
学生自習室等

室  数
総面積(㎡)
（Ａ）

専用・共用
の別

収容人員
（総数）

［注］ 1. 短期大学部と併設大学との共用に区別して記載しています。
2. 「専用・共用の別」欄における、「専用」は、当該施設を当該学科のみで使用している場合に限ります。当該施設を複数学科、併設大学等が共用している場合に

は、当該学科・専攻科専用の施設とは別個に記載し､「専用・共用の別」欄に「共用」と明記しています。なお、「共用」の場合は、「学生総数」欄にも共用する

学科、併設大学等の学生を含めた数値を記載しています。

3. 語学学習施設・情報処理学習施設、ビデオ・オーディオルームその他の視聴覚教室施設等は、講義室、演習室、のいずれかに区分して記載しています。



12　学科・専攻科ごとの学生用実験・実習室の面積・規模
（表29)

用 途 別 室 名 室   数 総面積（㎡）
収 容 人 員
（総数）

収容人員１人当た
りの面積(㎡）

使用学部・学科 等 備  　　　　 考

調理実習室 1 93.8 40 2.3 短期大学部 21号館地下1階

入浴実習室 1 93.8 40 2.3
短期大学部・社会福祉

学科
21号館地下1階

介護実習室 1 140.6 40 3.5
短期大学部・社会福祉

学科
21号館地下1階

家政（被服）実習室 1 140.6 85 1.7 短期大学部 21号館地下1階

レクリエーション指導室 1 188.4 130 1.4 短期大学部 21号館地下1階

電子ピアノ室 1 153.6 33 4.7
短期大学部・こども教
育学科

21号館地下1階

ピアノ室 6 48.9 6 8.2
短期大学部・こども教
育学科

21号館地下1階

短大実習指導室 1 75.4 15 5.0 短期大学部 21号館地下1階

更衣室 1 39.4 10 3.9 短期大学部 21号館地下1階

楽器準備室 1 25.1 短期大学部 21号館地下1階

計 15 999.6 399 2.5 － －

［注］ 1. 当該施設を複数の学科・専攻科もしくは併設の大学と共用している場合は、その学部名等のすべてを「使用学部・学科等」欄に記載し、本表において同一施
設を重複して記載していません。

2. 語学学習施設・情報処理学習施設、ビデオ・オーディオルームその他の視聴覚教室施設等も記載しています。



13　学部・研究科ごとの規模別講義室・演習室使用状況一覧表
（表30）

学   部   名 収 容 人 員 使用教室数
開設総
授業数
（A)

使用度数
（B)

使用率
B/A（％）

備    考

短期大学部（専攻科目） 1 ～ 26 10 21 13.6%

27 ～ 64 22 40 26.0%

65 ～ 200 21 83 53.9%

201 ～ 300 5 9 5.8%

301 ～ 713 1 1 0.6%

計 59 154 100.0%

学   部   名 収 容 人 員 使用教室数
開設総
授業数
（A)

使用度数
（B)

使用率
B/A（％）

備    考

短期大学部（教養科目） 1 ～ 26 0 0 0.0%

27 ～ 64 10 15 9.7%

65 ～ 200 11 18

201 ～ 300 2 3 1.9%

301 ～ 713 0 0 0.0%

計 23 36 23.4%

154

36

［注］ 1. 使用教室数は、当該学部の正規の授業として使用している教室数を指し、開設総授業数とは、１週間の総授業科目のうち、講義室・演習室を使用する全ての
授業数を示します。なお、使用率は、（使用度数／開設総授業数）により算出しています。例えば、「英語Ⅰ」を、それぞれ週１回３クラス設置している場

合、開設総授業数は「３」になります。



14　図書、資料の所蔵数及び受け入れ状況
（表31）

図書の冊数
開架図書の
冊数(内数)

内国書 外国書 2009年度 2010年度 2011年度

深草図書館 864,217 350,731 4,974 2,672 32,203 10,152 15,665 17,278 18,764

　電子ジャーナルは、深草図書
館で集中管理している。

計 864,217 350,731 4,974 2,672 32,203 10,152 15,665 17,278 18,764

備       考図書館の名称

図書の冊数
　　　　　　（冊）

定期刊行物の種類
　　　　　　（種類） 視聴覚資料

の所蔵数
（点数）

電子ジャー
ナルの種類
（種類）

過去３年間の図書受け入れ状況

［注］ 1. 雑誌等ですでに製本済みのものは図書の冊数に加えています。
2. 視聴覚資料には、マイクロフィルム、マイクロフィッシュ、カセットテープ、ビデオテープ、ＣＤ・ＬＤ・ＤＶＤ、スライド、映画フィルム、ＣＤ－ＲＯＭ等を含

めています。

3. 視聴覚資料の所蔵数については、タイトル数を記載しています。



15　図書館利用状況
（表32）

2009年度 2010年度 2011年度 2009年度 2010年度 2011年度

月～金　　　 9:00　 ～　21:45

　土 　　　　9:00　 ～　17:00  :

日祭日　　　10:00　 ～　17:00

長期休暇中　10:00　 ～　20:00

　　　　

83,585冊

　学生
　69,725
 教職員他
　13,860

86,492冊

　学生
　73,080
 教職員他
　13,412

年間貸出冊数
備　考

深草図書館 11(7) 20(1) 294

332,151人

　学生
　313,333
 教職員他
　 18,818

351,752人

　学生
　326,318
 教職員他
　 25,434

358,755人

　学生
　326,386
 教職員他
　 32,369

81,644冊

　学生
　68,432
 教職員他
　13,212

図書館の名称
専任
スタッフ
数

非常勤
スタッフ
数

年間
開館日
数

開館時間
年間利用者数(延べ数)

［注］ 1. スタッフ数は、専任、非常勤ごとに、司書の資格を有するものを（ ）内に内数で記載しています。
2. 年間利用者数・貸出冊数には、一般開放による地域住民等の人数や冊数は含めないで、学生及び教職員の利用状況を記載しています。



16　学生閲覧室等
（表33）

深草図書館 1,167 8,649 13.5

　　学部学生　　　：　　7,920　　人
　　大学院生　　　：　　　249　　人
　　留学生別科　　：　　　 40　　人
　　短期大学部　　：　　　440　　人

計 1,167 8,649 13.5

　　学部学生　　　：　　7,920　　人
　　大学院生　　　：　　　249　　人
　　留学生別科　　：　　　 40　　人
　　短期大学部　　：　　　440　　人

図書館の名称
学生閲覧室
座席数(Ａ)

学生収容定員
（Ｂ）

収容定員に対する座
席数の割合(％)
Ａ／Ｂ＊100

備 　　　　考

［注］ 1. 「備考」欄には学生収容定員（Ｂ）の内訳を記載しています。



Ⅵ　管理運営・財務
　１　事務組織

（表34）

うち兼務者 うち管理職 うち兼務者

法人事務局 1 0 1 0 0 0 0 0 1

法人総務局 1 1 1 0 0 0 0 0 1

法人事務室 2 2 2 0 0 0 0 0 2

総務部 1 1 1 0 0 0 0 0 1

総務課 1 1 1 0 0 0 0 0 1

法務課 1 1 1 0 0 0 0 0 1

人事課 1 1 1 0 0 0 0 0 1

4 4 4 0 0 0 0 0 4

財務部 1 1 1 0 0 0 0 0 1

経理課 1 1 1 0 0 0 0 0 1

管理課 1 1 1 0 0 0 0 1

3 3 3 0 0 0 0 0 3

11 10 11 0 0 0 0 0 11

事務局 1 1 1 0 0 0 0 0 1

総務局 1 0 1 0 0 0 0 0 1

学長室 13 0 5 4 0 1 1 0 19

東京オフィス 1 0 1 0 0 0 1 0 2

大阪オフィス 3 1 2 5 4 0 2 0 10

総務部 1 0 1 0 0 0 0 0 1

総務課 5 1 1 0 1 1 0 7

法務課 2 1 1 2 0 0 0 0 4

人事課 13 0 2 1 0 6 3 0 23

そ　の　他 計

法
人
業
務
系

小　　計

小　　計

計

部　　署　　名 専任職員
常勤嘱託
職　　　員

兼務職員 派遣職員



21 2 5 3 0 7 4 0 35

財務部 1 0 1 0 0 0 0 0 1

経理課 6 0 1 2 0 0 0 0 8

管理課 5 0 1 4 0 0 0 0 9

12 0 3 6 0 0 0 0 18

内部監査室 2 1 1 1 0 0 0 0 3

宗教部 3 2 3 3 0 0 0 0 6

入試部 11 1 4 5 0 2 0 0 18

学生部 9 1 3 19 4 3 0 0 31

キャリア開発部 10 2 3 10 0 2 1 0 23

インターンシップ支援オフィス 6 4 4 0 0 0 1 0 7

研究部 9 2 3 9 0 3 0 0 21

教学部 14 4 4 5 0 5 1 0 25

教学企画部 5 2 3 1 0 1 0 0 7

短期大学部教務課 7 3 2 3 0 2 1 0 13

大学評価支援室 4 1 3 1 0 0 1 0 6

国際部 6 1 3 5 0 1 0 0 12

6 6 3 0 0 0 0 0 6

保健管理センター事務部 5 2 3 7 0 0 2 0 14

情報メディアセンター事務部 11 1 4 6 0 1 0 0 18

図書館事務部 10 1 3 1 0 1 0 0 12

Ryukoku Extension Center 事務部 12 2 4 7 0 1 5 0 25

高大連携推進室 5 3 4 1 0 1 0 0 7

2 1 2 4 0 2 1 0 9

知的財産センター事務部 5 3 3 1 0 0 0 0 6

短
期
大
学
業
務
系

小　　計

小　　計

Ryukoku University Berkeley  Center 事務部

ボランティア・NPO活動センター事務部



大学教育開発センター 1 1 1 0 0 0 0 0 1

教職センター 1 1 1 0 0 0 0 0 1

矯正・保護総合センター事務部 3 2 3 1 0 1 0 0 5

龍谷ミュージアム事務部 6 2 4 2 0 1 0 0 9

総合情報化機構 1 1 1 0 0 0 0 0 1

206 54 90 110 8 35 21 0 372

217 64 101 110 8 35 21 0 383

計

合　　　　　計

［注］ 1. それぞれの部署について、業務の内容から「法人業務系」と「短期大学業務系」に大別して記載しています。
2. 「専任職員」欄には、期間の定めのない雇用で、常時勤務している職員数を、「常勤嘱託職員」欄には、期間の定めはあるが、専任職員に準じた雇用形態を

とっている職員数を、「兼務職員」欄には、雇用期間が６カ月以上の兼務している職員数を、「派遣職員」欄には、労働者派遣契約を締結することにより受け

入れている職員数をそれぞれ記載しています。

3. 部長・次長など「課」に属さない職員は、「部」でまとめて記載しています。

4. 「うち兼務」欄は、兼務の発令がされている者の人数です。

5. 「兼務職員」欄は、社会人アルバイトの人数です。



Ⅶ　内部質保証
１　財政公開状況（私立短期大学用）

（表35）

自己点検・
評価報告書

学内広報誌・
紙

大学機関誌・
紙

財務状況に
関する報告書

学内ＬＡＮ
ホームページ
（Ｗｅｂ等）

その他
（大学案内誌・紙）

開示請求があ
れば対応する

資金収支計算書 - 〇 - 〇 - 〇 - -

消費収支計算書 - 〇 - 〇 - 〇 - -

貸 借 対 照 表 - 〇 - 〇 - 〇 - -

財務状況に関する解説 - 〇 - 〇 - 〇 - -

その他（事業報告書） - 〇 - 〇 - 〇 - -

その他（監事監査報告書） - 〇 - 〇 - 〇 - -

その他（財産目録概要） - 〇 - 〇 - 〇 - -

資金収支計算書 - 〇 - - - 〇 - -

消費収支計算書 - 〇 - - - 〇 - -

貸 借 対 照 表 - 〇 - - - 〇 - -

財務状況に関する解説 - 〇 - - - - -

その他（事業報告書） - 〇 - - - 〇 - -

その他（監事監査報告書） - 〇 - - - 〇 - -

その他（財産目録概要） - 〇 - - - 〇 - -

資金収支計算書 - - - - - 〇 - -

消費収支計算書 - - - - - 〇 - -

貸 借 対 照 表 - - - - - 〇 - -

財務状況に関する解説 - - - - - 〇 - -

その他（事業報告書） - - - - - 〇 - -

その他（監事監査報告書） - - - - 〇 - -

その他（財産目録概要） - - - - - 〇 - -

資金収支計算書 - 〇 - - - 〇 - -

消費収支計算書 - 〇 - - - 〇 - -

貸 借 対 照 表 - 〇 - - - 〇 - -

財務状況に関する解説 - 〇 - - - 〇 - -

その他（事業報告書） - 〇 - - - 〇 - -

その他（監事監査報告書） - 〇 - - - 〇 - -

その他（財産目録概要） - 〇 - - - 〇 - -

卒業生

公開の対象者
公開している
財務諸表及び
その解説

公開の方法

教職員

在学生

保護者



資金収支計算書 - - - - - 〇 - -

消費収支計算書 - - - - - 〇 - -

貸 借 対 照 表 - - - - - 〇 - -

財務状況に関する解説 - - - - - 〇 - -

その他（事業報告書） - - - - - 〇 - -

その他（監事監査報告書） - - - - - 〇 - -

その他（財産目録概要） - - - - - 〇 - -

資金収支計算書 - - - 〇 - 〇 〇 -

消費収支計算書 - - - 〇 - 〇 〇 -

貸 借 対 照 表 - - - 〇 - 〇 〇 -

財務状況に関する解説 - - - 〇 - 〇 - -

その他（事業報告書） - - - 〇 - 〇 - -

その他（監事監査報告書） - - - 〇 - 〇 - -

その他（財産目録概要） - - - 〇 - 〇 - -

社会・一般
（不特定多数）

その他
（大学訪問者）
（学外関係者）

［注］ 1. 2011年度決算について2012年度中に公開した対象・方法をすべて記載しています。
2. 「公開している財務諸表及びその解説」欄のうち、「財務状況に関する解説」については、事業内容と関連させた財務状況の解説が付されているかについて、該

当する「公開方法」欄へ○を付しています。

3. 「公開の対象者」および「公開の方法」欄の「その他」には、カッコ内に具体的な名称を記載しています。また、「公開している財務諸表及びその解説」欄の

「その他」には、監事監査報告書、財産目録、事業報告書等の具体名を記載しています。
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